



仁平 信 哉 氏
略歴
昭和 61年4月 第一東京弁護士会登録




































































































強ができるのはマ ックスで 2年くらいです。 2
年のときに勉強を始めて，我妻栄先生の民法講
義や判例百選を読み始めました。しかし，たと
えば，権利濫用論について判例をあたり裏付け
をやるという勉強の仕方をしていると，なかな
か先へ進むことができずに苦労しました。また
その当時答案練習会が 1週間に l科目あり，そ
の準備のために 1週間で l科目を仕上げねばな
らず，忙しい日々を送っていました。今から振
り返ると，本当によく勉強したと思います。
私は 4年生のときから 4回司法試験を受験し
ています。最初は択一試験で不合格になりまし
た。友人からは不思議がられるのですが，私は
比較的神経質で，試験前日には一睡もできない
という状態になるのです。翌年からは択一試験
に合格しているのですが，試験の 1週間前から
は精神的な刺激を避けてジョッギングをしたり
しました。友人には，体力で合格するのだと言
い張っていました。
私は，在学中，司法試験受験生としてはあま
り環境に恵まれていませんでした。実は私は一
人っ子です。母が病気だったので，実家から通
学していましたが，早稲田はあまりにも遠くて，
2時間強かかるのです。そこで，大学にはほと
んど行きませんでした。親の料理を作り，自宅
で勉強していました。 5月から答案練習が始ま
る10月まで，人と会うこともなく孤独な日々
を過ごしました。論文試験を 3回受けることに
なるのですが，運が良ければその次の年に合格
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すると言われ続けました。 3回目には，自信が
あったにも拘わらず不合格となり， 4回目には
勉学意欲を喪失してしまいました。このまま人
工衛星のように司法試験の周りを周囲して終わ
るのかという気持ちでした。司法試験が何を求
めているのか，勉強している人にはなかなか分
からないのですね。合格したあとで，こんな風
だったのか，条文が大事だったのだなと思うわ
けです。憲法，民法，刑法，商法， 刑事訴訟法，
刑事政策，社会政策という試験科目でした。本
番で試験問題を見ると，背筋が寒くなる瞬間が
あります。全く分からないという問題に遭遇す
ることがあるのです。通常，どの科目でも 60
点くらい取れていると合格答案です。私たちの
頃は，ある程度の平均点が得られるように，論
点の問題が l問と何かよく分からない論点を含
む問題が l問出題されていましたが，その問題
を見るときほど嫌な瞬間はありません。弁護士
になってからもそのときの夢を見る人が多いと
思います。見る夢は決まっていて，「君は弁護
士をやっているけれども，もう 1回司法試験を
受けなければならなくなった」というものなの
です。「まずい，もう仕事もやっているし，子
供もいるし，生活がある，今から司法試験の勉
強をしても合格できないだろう」とうなされて
いるうちにぱっと目が覚めるのです。これはも
のすごいストレスです。とにかく精神的に強い
人は大丈夫なのですが，私は，弱い。忘れもし
ない 3回目の刑事訴訟法の科目で，被告人不在
廷，弁護人不在廷という問題が出て，冷や汗が
出ました。答案を書くことは書いたのですが，
刑事訴訟法の評価は GでO点になってしまい
ました。 Gというのは，足切りの意味があるわ
けで，悲しい日々を送りました。
ともかく 3回目のときには答案練習会で l桁
の順位を占め，また夜もほとんど眠らないくら
い勉強しました。 1日15時間ほどです。しか
し，集中力がなく，成績は良いのですが，長期
受験者のパターンにはまり込みました。また自
律神経失調症になり，試験のときにはずっと発
熱している状態でした。 4回目にやる気のない
まま受験しましたが，たまたま運が良く合格し
たのです。実は論文試験を終わったときに父親
が胃がんになりまして，余命3ヶ月と宣告を受
けました。それでも最終的には翌年の 1月まで
存命し，私も勉強を続けることができ，口述試
験も受けることができました。その当時に彼女
ができて，両親には報告し，父親の死後49日
が過ぎてから入籍しました。したがって，修習
生の頃には結婚していました。以上が大学生や
受験勉強をしていた頃の状況です。と lこかくメ
ンタノレ面がすごく重要です。私はメンタノレ面を
保持するために 『エースを狙え』というコミッ
クを読んだこともあります。
3 弁護士
司法試験に合格してみると，実はこれもスタ
ートラインです。資格を得たからうまく行くと
いうのではありません。私は，第一東京弁護士
会系の事務所に就職して弁護士登録をしました。
その後，ある仕事を担当するかどうかについて
所長から試問を受けました。債務者からの依頼
で，速やかに抵当権の抹消登記手続をしたい，
しかし，抵当権者が行方不明だ。依頼人の手許
にはたまたま昭和 20年代に債権者が作成した
委任状がある。さあどうするかと問われました。
私は，非訟事件手続法上の公示催告 ・除権判決
（当時）により半年で抹消登記手続を申請する
ことができるのでそんなに慌てなくてもよいと，
おおざっぱに答えたところ， 1ヶ月間仕事を干
されてしまいました。事務所の回答は，手許の
委任状を弁済証書にして，直ちに抹消するとい
うものでした。人間というのは忙しくて狂って
しまうのと，窓際で狂ってしまうという 2つの
パターンがあるようです。若い人は，体力があ
るので，見たことのない世界で新しいことをや
るというのは，どんなに仕しくてもとても面白
い。忙しさでつぶれる人は少ないのです。他方，
窓際に置かれると，人格が壊れたり ，そこまで
ではなくても円形脱毛症になったりします。私
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は後者の例です。第一東京弁護士会の副会長の
世話でその事務所に就職したのですが，辞めて
横浜弁護士会に登録替えをしました。法律事務
所というのは， どんな仕事をしているのかが外
からは意外に分かりにくい。中に入ってみない
と仕事の内容が分からないのです。それでは，
私がなぜ窓際に置かれたのでしょうか。いま東
京弁護士会には 7,000名，第一東京弁護士会に
は4,200名，さらに第二東京弁護士会には
4,500名の弁護士がいます。他方，横浜弁護士
会には， 1,300名の会員がいます。経済規模で
は，横浜は東京の 10分の lです。すなわち，
東京ではより専門家が求められる。また裁判に
なると， より早さが求められるのです。そこで，
先ほどの事例では，公示催告手続のような悠長
な方法ではなく，たとえまっとうなものでなく
ても例の委任状を利用して申請に必要な書類を
用意するなどの方法で迅速に処理することが求
められるのです。そこで私は蹟きました。早稲
田の先輩に頼ることも考えましたが，次に失敗
したらもう立ち直ることは難しい。そこで，私
は横浜に逃げ帰った次第です。
4 横浜
私は，その後横浜弁護士会に登録替えをし，
独立したのですが，事実上即独立のクりレープに
属します。独立した年の大晦日あたりになると，
だいぶ金銭的に苦労しました。しかし，その頃
からの顧問先がまだ 3ないし4社ほど残ってお
り，私の支えになっています。私の当時の事務
所は，エレベーターのない4階建てピノレの最上
階にあり， 8坪のスペースがありました。そこ
に私の机，事務員さんの机と応接用のセットを
設置すると，もういっぱいでした。そこに 80
歳くらいのお年寄りが遺言書を作成するために
階段を上って訪ねてこられたときは，大変に心
苦しい思いをしました。
その当時は，横浜では国選弁護手積極的に引
き受けようという人があまりいませんでした。
しかし，これを 1件担当すると， 7ないし8万
円ほどの報酬となりました。そこで，積極的に
国選事件を引き受けることとし，収入は月額で
30～40万円ほどになりました。ちょうど独立
した年に下の子供が生まれました。ここから先
は，少しずつ仕事が増えました。青年会議所，
いわゆる JC（ジュニア・チャンノfー）という
2代目の経営者の組織があり，横浜の青年会議
所には約 500名の会員が存在します。ここでは，
会員が会食し，懇親を深めるのです。私は，こ
の会にも関係していました。当時，特に裕福で
なくてもお金に困ったという記憶はありません。
とにかく忙しい日々で，深夜 1時前に帰宅した
ことがない状態でした。大体朝の 3時か4時が
帰宅時間でした。息子がパパの顔を忘れるから，
よく見とかなくちゃといわれることもあり，テ
レビ電話で会話したこともありましたが， とに
かくそういう状態なので，妻には大分小言を言
われました。よく学びよく遊びの精神でやって
いましたが，現実としては月曜日から金曜日ま
では仕事がある。しかし，週末になると，起案
を要する書類が 10件くらい溜まっているので，
休日にも出動して，事務員さんの机の上に大量
に乗せておく生活でした。
よく若い人たちから，顧問先はどうしたら得
られるのかと聞かれます。人は，自分にとって
困ったことや嫌なことは，なかなか専門家には
相談しづらい。しかし，仲の良い友人には話す
ことがありますね。その友人が専門家であれば，
自然な形で相談できます。私は，たまたま一緒
にお医者さんとゴノレフをやっているときに，身
体の不調についてごく自然な形で相談し，手術
によって助けてもらったこともあります。私が
相談されることもあるわけで，やはり人との交
流を大切にすることが必要ですね。
私は，青年会議所を通じて横浜のまちづくり
に参加し，またドーム球場を作る運動にも関わ
っています。知人・友人の間で何か面白そうな
活動についての話が涌いてくると，私も自然に
その仲間に入る仕組みになっています。たくさ
ん遊ぶ，つまり，友人と楽しく付き合うことが
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幸せな人生のコツかなと思っています。
5 弁護士の生き甲斐
みなさんは，弁護士にとって何が楽しいのか
という疑問を持つことがあるかもしれません。
一次的には，お客さんが喜んでくれること，
「ありがとうございました」と涙ながらにお礼
を述べてくれると，本当によかったと思います。
こういう事件がありました。乗用車の運転者が
駐車場に入ろうとして片側 l車線の道を右折し
ようとした。対向車もライトで承知のサインを
出してくれた。しかし，折悪しくバイクが対向
車の横から走行してきて衝突し，転倒してしま
った。それでバイクの乗員が半身不随になりま
した。年齢は，運転者が 21歳，バイクの乗員
が 18歳です。半身不随になった被害者は一生
そのままで，介護に当たるお母さんもかわいそ
うです。当然ながら運転者の側も一生重荷を背
負うことになります。運転者側の親御さんもか
わいそうでした。私は運転者側の代理人でした
が， とにかく病院を訪れて示談書を作成し，最
終的には被害者側から許してもらえました。運
転者は執行猶予になり，その点では良かったな
と思いましたが，後味はよくありませんでした。
これが，私の最初に扱った刑事事件です。感謝
してもらうことが弁護士の生き甲斐であること
は間違いありませんが，弁護士の仕事の中でい
うと，単純にはいかない問題があるのです。依
頼者の他に常に相手方がいて，弁護士は相手方
からはものすごく恨まれる存在です。このこと
は離婚事件などにおいても顕著です。また依頼
者の方が自分の弁護士に対して不信感を持つ場
合もあります。弁護士としては，これが一番つ
らい事件となります。相手方からも依頼者から
も攻撃され，場合によっては弁護士会に懲戒を
申し立てられることもあるのです。
依頼者を満足させるにはどうしたらよいか。
弁護士としては，これを一番に考えなければな
りません。原則として，私はいやだと思う人の
事件を受けないようにしています。嫌な事件を
受けると，寿命が何年か縮まるくらいのストレ
スが生じます。そのような場合，私は，「東京
にもっと良い弁護士がいますよ。私はどうもあ
なたの気持ちに同調できないところがあります
が， どうせ弁護をしてもらうなら，あなたに同
調できる弁護士の方がよいですよ」という言い
方で断るようにしています。と lこかく仕事を引
き受けるよりも断る方がエネノレギーを必要とし
ます。こういうことで， メンタノレの面でトラブ
ノレを生じる弁護士がとても増えています。本当
にモンスタークレーマーのような人がいます。
クレーマ ーを相手にする場合には，割 り切れば
よいのですが，実は自分の依頼者がクレーマー
であった場合，間違って事件選択をしてしまっ
たことの苦しみは大きいのです。多くの弁護士
はこういう事件を選択して苦しい思いをした経
験を持っているはずです。
6 収入
昔は，弁護士になるとある程度の収入は保証
されていました。確かに，私よりも 20年くら
い先輩の方々は，その数も少なく，報酬基準が
高かったので，高額の年収を得ていたと思いま
す。でも最近の国税庁の統計によれば，全国で
32,000人の弁護士のうち 2割， 6,000人が年収
100万円以下， 500万円以下が4割という時代
になっています。日弁連の言い方では，これは
申告所得であり，総所得と異なると説明されて
いますが，いずれにしても急激な法曹人口の拡
大問題が生じています。もともと弁護士を必要
としている人々の数が限られているところに弁
護士の数が増加するのだから，需給のバランス
が崩れることは覚悟していなければならなかっ
たことです。然し，年収 100万円以下の弁護士
が6,000人いるということは，異常です。普通
に大学を卒業して就職した場合の初任給と比べ
てみてください。月収で手取り 20万円弱とし
ても賞与を含めると，年収 300万円程度にはな
るはずです。また弁護士会の会費というのは，
年間 60万円ほどです。もちろんこの費用は経
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費として計上することができますが，この会費
すら納入することが難しい弁護士が増えている
のです。少し前まで，公認会計士の平均年収は
1,200万円でした。公認会計士は，六本木周辺
に集中していますね。日本公認会計士協会の会
員数は，現在 25,000人ほどですが，全体の仕
事が減少して会計士補の資格を取得することも
難しくなっています。そこで公認会計士の合格
者を元通りに減少させました。こういう時代で
すから，弁護士になって高額の収入を得ること
ができる人は，東京で活動する者の一部です。
大多数の弁護士，特に若手の弁護士は，高収入
とは無縁な状態です。それで，私は，企業に入
ることを薦めます。たとえば，企業の法務部で
10年の経験を積むと，相当な専門家になるこ
とができます。その経歴でほかの法律事務所で
働く可能性もあるし，またその企業内で活躍す
ることができるかもしれない。とにかくこれは
一つの途です。
先般，高裁の長官を退職した方から伺った話
ですが，ある司法試験に合格した女性が裁判所
の書記官試験を受験してきたというのです。女
性は，ただでさえ就職が難しいうえに年齢制限
で公務員試験や就職試験を受けることができな
い場合がありますが，彼女は書記官試験の受験
資格があったわけです。裁判所というのは，男
女共同参画が実現していて，女性にとっては，
出産前後の休暇制度も手厚く働きやすい職場で
す。したがって，司法試験合格者であっても，
こういう選択肢もあると思います。
7 会務
次に弁護士会でどういう活動をしているかと
いう問題です。まず人権擁護委員会は，人権の
擁護と社会的正義の実現に努めるところです。
ただものすごく事件が多くて手続が滞留してい
るのが実情です。子どもの権利委員会というの
は，主として少年事件を扱うところです。これ
には女性が多く参加しています。あと法律相談
センターというのがあります。法律相談をした
上，場合によっては受任するわけです。かつて
は，一般市民が弁護士と知り合う機会が乏しく，
法律相談を受けることが困難でした。しかし，
10年ほど前に司法改革が行われ， とにかく弁
護士の数を増やすことになりました。横浜市で
は無料の法律相談がある。また横浜弁護士会で
も，有料ながら法律相談を実施しており，法律
相談というのは，市民にとって非常に有益な制
度です。刑事弁護センターとか，民事介入暴力
を扱うところもあります。また，今人気が高ま
っているのは法教育委員会です。これは高校生
に出前授業で法教育を行うものです。ほかに高
齢者や障害者のケアをする委員会もあります。
また弁護士会そのものにとって必要な委員会も
たくさんあります。綱紀委員会および懲戒委員
会は，弁護士の品位を汚すような行為があった
場合に，調査を行い処置するものです。多くの
弁護士が会務としてこれらの委員会で活動して
います。その中では，実務委員会という言い方
がありますが，法律相談を扱う委員会は，事件
の受任に結びつくこともあるので，人気が高い
ですね。
先ほどご紹介を頂いたように，私は，研修畑
の出身です。ここでは，弁護士会の会員にとっ
て必要な知識，判例，法律を伝達するのです。
研修委員会に入ると，必ず研修を受けなければ
ならないのですが，これが私の研修委員会参加
の動機です。要するに自分が怠けないためです。
私はこの活動をずっと続けていますが，その延
長上に知財事件の問題があります。私は知財事
件を扱ったことはなかったのですが， 日弁連の
知財センターにも入っています。その知財の研
究会を横浜で開催したことがあります。知財高
裁の判事さんをアドパイザーとして招いて早朝
から勉強会を実施しました。しかし，自分では
経験のない分野であり，もう少し勉強する必要
を感じて弁理士の登録をしたところ，今度は新
規弁理士研修を受ける羽目になりました。もち
ろん研修は有益でしたが， 30時間の研修とい
うのは，なかなかノ、ードでした。知財はなかな
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か面白いと思いますが，実際に事件を担当する
つもりはないので，いずれ弁理士の登録を抹消
するかもしれません。ほかに，全国倒産処理弁
護士ネットワ ークという組織にも参加してその
幹事を務めています。また先ほども話に出た関
東弁護士会連合会の研修会の制度があります。
これは日弁連の研修を関東地区で行うためのも
のです。研修委員会の最大の使命は，倫理研修
です。まず倫理研修のための問題を作成しなけ
ればなりません。横浜弁護士会では 5年サイク
ノレでよいのですが，関東弁護士会連合会では毎
年問題作成が必要なのです。問題を作り，解答
を作るためには，知識よりも体力が求められま
す。いま会長職に就きましたので，この仕事は
なくなりましたが，研修は忙しい反面面白さも
ありますね。
8 もう一つの生き甲斐
お客さんが喜んでくれることが弁護士の生き
甲斐です。また弁護士にはもう一つの生き甲斐
があると思います。すなわち，法律を通じて時
代を見ることです。法律家というのは，記録を
読むことに象徴されるように過去に目を向ける
傾向があります。しかし，弁護士は将来を変え
ることもできます。すなわち，弁護士にとって
は，判例を変えるということです。自分が関与
した事件で最高裁判例が出て，その時代に適合
していると評価されると，何十年か社会に影響
力を持つことになります。これは法律家にとっ
てやりがいのある仕事です。また良い判例を作
るということは，私のエネノレギーの原点なので
す。
私は，従来から 30種類ほどの法律雑誌を購
読して，自分の関係する分野の勉強をしていま
す。また研修委員長の経験からいうと，自ら研
修を実践したことが自分の仕事にも役立ってい
るとも思います。私は企業法務を中心に事件を
扱ってきましたが，ある法律が改正された，あ
る判例が出た，それを世の中に生かすとどうい
う結果になるのか。これらを考えることに面白
さを感じます。それによって時代を見ることが
できます。ちなみに，私は 3件ほどの事件で最
高裁判例に関係しています。一番記憶に残って
いるものは，家族法におけるいわゆる藁の養子
に関係する事案です。「藁の養子」というのは，
うまれたばかりの子供を養子にすることのたと
えですね。この事案では，ある夫婦がまず他人
の生まれたばかりの男子を自分たちの実子とし
て入籍した。また次に同じようにして女子を入
籍した。そして両親が亡くなったあとで相続問
題が発生した。女子の方が原告となって男子を
相手に養子縁組の手続がなされていないことを
理由に男子には相続権がないことを主張したわ
けです。しかし，原告も同様の状態にあるわけ
で，一審から上告審まで原告の訴えは権利の濫
用として排斥されました。これは，私の勝訴事
案です。「相続権がないことはあなたも同様で
しょう」という理屈です。法律事件というのは，
意外なことに，こういうやり方をすると勝てる
けれども，思ljなやり方をすると負けるというこ
とがありますね。
9 弁護士の宿命
よく弁護士はどうして犯罪者の弁護をするの
かという質問を受けます。そういう質問に対し
てはこう答えます。もし殺人を犯した者があな
たの父親であったら，あなたはどうしますかと。
そうすると，自分の父は普段はおとなしいのだ
けれども，あのときは頭がおかしくなっていた
というような言い方をするはずです。そういう
主張をすることも，弁護士の役割です。次に多
いのは，刑事事件の中で，被告人は犯行を否認
しているけれども，弁護士は被告人が犯行を行
ったかもしれないと考える場合にどうしたらよ
いのかという問題です。私は，依頼人がやって
いないという以上，裁判では無罪を主張します。
人はいろいろな環境で育ちます。たとえば，
刑事事件の調書では，被告人が片親のみで貧し
い状態で育ってきたというような記載がよくみ
られます。そしてあるとき突然人を殺してしま
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う。もし私が同じ環境の中にいたらどうしただ
ろうか。自分も同じことをしただろうかと考え
ます。いろいろな証拠を総合してそのときの本
人の心理状態を理解しようと努めます。あると
き次のような事件に遭遇しました。ある女性が
自分の夫を殺した。ほとんどの場合，殺人を犯
した人は，その時の記憶を失っています。刃物
で相手を刺した場合，血が飛び散ります。人の
脳はそれによって大きな衝撃を受けて防衛本能
からその瞬間を忘れようとするようです。この
事件では，夫がアノレコーノレ中毒で、毎日のように
妻に暴力をふるう。妻はそれに耐えかねて就寝
中の夫の首を紐で絞めた。私は，彼女の間接的
な知り合いでもあったので，警察に逮捕された
後すぐに駆けつけました。接見したところ，本
人はやっていないと言うのです。気がついたら，
旦那さんが首に紐を巻かれた状態で倒れていた
と。しかし妻の手には，紐を強く握った痕跡が
はっきり残っている。「これは何？」と聞いて
も，本人は答えられない。犯行時の夫の苦しむ
姿が彼女の記憶を失わせたと思われました。し
かし，相手が死に至るまで紐を引き絞るという
のは，相当な力を必要とします。被疑者は検察
官から手の痕跡を示され細かく尋問されている
うちに断片的に記憶が戻りました。しかし，こ
のように首を絞める，また人を刃物で刺すとい
う心理は不思議なものです。自分だったらどう
しただろうか。刑事事件においては，行為者の
犯行時の心理の解明が大切でありまた難しいと
ころです。
いま離婚事件が増加しています。携帯電話の
通話やメーノレの記録が証拠として認められたた
めに，家庭裁判所の離婚事件の数がそれ以前の
1.5倍ほど増えて，離婚自体も容易になりまし
た。それで，男性は携帯電話に暗証番号を設定
するようになったのですが， 4桁くらいのもの
ではすぐに解読されるので，最近は 8桁のもの
が多いようです。さらに自分の GPS機能付き
の携帯電話を相手の持ち物に紛れ込ませて相手
の所在を探るというような状態になっています。
弁護士としては，携帯電話に注意しなさいとい
うアドバイスをしておきます。
次にやくざの問題です。やくざが不正行為を
匂わせて企業を恐喝してくることがあります。
やくざは弱い者を脅してくるけれども，強い者
に対してはそんなことはしないものです。した
がって，私は企業の代理人として，こちらの方
が強いということを知らしめます。すなわち，
私は，是々非々の立場で「たとえ自分の依頼人
であっても，不正があれば私自身も許さない」
という意思を断固として相手に伝えます。依頼
人の不正も法によって正すということです。す
ると相手は当てが外れて退散するということに
なります。ただ，事務所を占拠されたり，誘拐
されそうになったこともあります。あと街宣を
かけられるパターンがあります。たとえば，役
所がある事件の関係で強烈な街宣にあって担当
していた職員が2人自殺したことがありました。
街宣車が 2ないし 3台で対象となる建物を毎日
のように取り囲んで、大音量のスピーカーでがな
り立てる。私は依頼者たる企業がそのような状
況に置かれた場合には，街宣を禁止する仮処分
で対処します。相手方の街宣活動を記録し，こ
れを証拠として裁判所に申立てを行います。普
通は，相手方は裁判所の審尋には応じないので
すが，「自分には言うべきことがある，正義を
貫くためだ」という態度で裁判所に出てくるこ
ともあります。しかし，言いたいことはあって
も，その方法が問題なのです。
またやくざと交渉するときは，話の仕方にも
注意が必要です。これを誤ると言葉尻をとらえ
られたりするのです。私はト ーンを低 くしてゆ
っくり話すようにしています。妻が私の電話の
様子を見ていて，あなたの話し方もやくざと似
ているというので，家族がいるときには電話に
出たくないのですが，電話に出ないことが相手
方に口実を与えることになるので，そうはでき
ないのです。
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最後に，将来の弁護士像はどうなるのでしょ
う。弁護士の増加と将来の弁護士像は，私たち
の大きな関心事です。私が横浜弁護士会の会長
に就任したときに横浜弁護士会の 100年史の編
纂事業がありました。私は，その冒頭で「われ
われの役目は 100年後も諸君たちに， より国民
の信頼を得た形でこの弁護士会を渡すことであ
る」と述べました。どんどん移り変わる社会の
中で，弁護士会はその原点を見据える必要があ
ります。一番の問題は弁護士自治です。綱紀委
員会や懲戒委員会がその要ですが， もともとは，
弁護士会は，政治的権力に対する関係で自由に
発言することができるために，自治が必要なの
です。では自治を守るためにどうすべきか。そ
れが，さきほどの 100年史に出てくるように，
「100年後の諸君に国民の信頼をいっそう増大
させた形で引き渡す」ということです。私たち
はそれぞれが弁護士会においてなすべき職責を
果たす。たとえば，横浜弁護士会の会長の任期
はl年ですから，私は会長としては l年しかこ
の仕事をすることができませんが，これをリレ
ーで引き継いで行くということです。私は，何
とか法律家が生き甲斐を感じながら仕事をする
ことができる社会を築いて行きたいと願ってい
ます。
私の 10ないし 15年ほど先輩の弁護士でも，
自分の住居を入手する程度で，企業で働いてい
る人々と比べてそれほど多くの収入を得ている
わけではありません。しかし，それでも弁護士
は自分のやりたいことをやれる，依頼者に感謝
される，新しい分野を開拓できるのです。弁護
士はそれぞれが努力する，常人の 2倍も頭の良
い人がいるとは考えにくいので，常人の 2倍努
力すれば，相当の成果を残せるはずです。かと
いって，若手にだけ努力させて済むわけではな
い。私たちの先輩は努力して後輩を育ててきま
した。人を育てるというのは，いろいろなやり
方があるし，また難しいことですが，たとえば，
一緒に事件を担当するというやり方があります
ね。私はこれが後輩を育てる良い方法であると
思っています。しかし，ここ 5年ほどの閉経済
的不況が続くうちに弁護士の仕事は減少気味で
す。したがって，昔のようにおおらかに先輩弁
護士が若手弁護士と協働し，また仕事を分けて
やるということができなくなっています。経済
が活性化しないとどのような職業もうまくいか
ないという傾向があります。ではその経済の中
で弁護士とは何なのでしょう。経済がうまく行
かないときは，弁護士の活動も萎縮する。しか
し，それでも， DV事件は起きるし，諸悪は存
在する。そこが弁護士のがんばりどころである
と思います。
質問学生 お話の中に，どういう事件を受
任するのか，また断る場合もあるということが
ありました。仁平先生は弁護士になった後，わ
りあい早めに独立をされたわけですが，事件を
受任するかどうかの判断基準というのは，最初
から持っておられたのでしょうか。また何かき
っかけがあってのことでしょうか。
答え 弁護士は，すごく嫌な事件に遭遇する
ことがあります。本当に自分の寿命を縮めそう
な事件というのがあります。私は，先輩からの
教示で着手金の額は少なめにしています。嫌な
依頼を引き受けてしまったときに，受任を取り
やめてすぐに着手金を返還できるようにするた
めです。嫌な事件というのは， 2年に l度くら
いはあります。その場合，着手金は定期預金と
して預けておく，そのうえで「私の考えている
こととあなたの考えていることはどうも違うよ
うです。人間にとって紛争に巻き込まれること
は一生に一度かもしれない。あなたにとって弁
護士というのはその際の重要な武器です。あな
たにとってはご自分と考えの合わない弁護士よ
りも合う弁護士を選ばれる方がよいでしょう」。
こういう言い方をして，事件から降りるように
しています。男女の間で，この人とは合いそう
だ，または嫌だという直感が働くことがあると
思いますが，弁護士と依頼人との問でも同じで
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はないでしょうか。ただ弁護士の場合，この見
極めは経験によっても得られると思います。こ
れは，最初からそうしていたのではなくて，や
はり失敗から得た教訓です。判断の基準は，直
感と経験の双方ですね。
質問中村 仁平先生はたしか平成 18年か
ら横浜市の包括外部監査人の仕事を 3年間され
ていると思います。これは一般にはあまり知ら
れていないかもしれませんが，ずいぶん負担の
大きい仕事であると思います。通常の弁護士業
務のほかにこの仕事をなさるについては大変な
勇気がいるように思うのですが，そのあたりは
どのように考えられたのでしょう。
答え 私にとって財務系はあまり苦にならな
いのです。また主義として，人から誘われたこ
とはまず断らないことにしています。港湾局，
資源整備局，横浜市立大の病院を順次監査しま
した。監査のための予算規模は 2,000万円くら
いです。公認会計士 10人ほどの協力を得て 1
月の何日かに第一稿を提出します。そこで， 12
月中に大量の資料を調査し，会計士の提出した
報告書と照合し，手直しをします。それで 3年
間は元日しか休みを取ることができませんでし
た。たとえば，港湾局というのは，監査法人に
とっても尻込みをする相手で，それまで実質的
に監査がされていませんでした。港湾には 200
社ほどの企業が関係しているのですが，まさに
義理人情の支配する社会です。外部から監査す
るには，物理的にも困難が予想されるところで，
そういう意味では，私の出番でもあったわけで
す。
質問 中村 最後に，もう一度仕事を選ぶ機
会があるとしたら，やはり弁護士でしょうか。
答え こんなにわがままな私が，好きなよう
に仕事をすることができました。また弁護士に
なりたいと思います。
